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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年８月14日に提出いたしました第62期第１四半期（自 平成21年４月１日至 平成21年６月30日）

四半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の

訂正報告書を提出するものであります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所についてはＸＢＲＬの修正も行いましたので、併

せて修正後のＸＢＲＬ形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたします。

　

２ 【訂正事項】

第一部企業情報

第１企業の概況

１主要な経営指標等の推移

第２事業の状況

４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

（3）キャッシュ・フローの状況

第５経理の状況

１四半期連結財務諸表

（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は＿を付して表示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

会計期間

自　平成21年
　　　４月１日
至　平成21年
　　　６月30日

<前略>

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △99,523

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,495

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 308,949

<後略>

　

（訂正後）

回次
第62期

第１四半期連結
累計(会計)期間

会計期間

自　平成21年
　　　４月１日
至　平成21年
　　　６月30日

<前略>

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △98,364

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,074

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 306,369

<後略>
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第２ 【事業の状況】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（3）キャッシュ・フローの状況

（訂正前）

<前略>

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金は99百万円の支出（前年同四半期は47百万円

の収入）となりました。これは、減価償却費18百万円の計上、たな卸資産の減少14百万円等の資金の増加

に対して、税金等調整前四半期純損失51百万円の計上、売上債権の増加70百万円、仕入債務の減少12百万

円等の資金の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金は２百万円の支出（前年同四半期は２億59百

万円の収入）となりました。これは主に、有形固定資産の取得２百万円等による資金の減少によるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金は３億８百万円の収入（前年同四半期は１億

７百万円の収入）となりました。これは主に、長期借入金の返済21百万円等の資金の減少に対して、長期

借入れによる収入３億30百万円等の資金の増加によるものです。

　

（訂正後）

<前略>

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金は98百万円の支出（前年同四半期は47百万円

の収入）となりました。これは、減価償却費18百万円の計上、たな卸資産の減少14百万円等の資金の増加

に対して、税金等調整前四半期純損失51百万円の計上、売上債権の増加70百万円、仕入債務の減少12百万

円等の資金の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金は１百万円の支出（前年同四半期は２億59百

万円の収入）となりました。これは主に、有形固定資産の取得１百万円等による資金の減少によるもので

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金は３億６百万円の収入（前年同四半期は１億

７百万円の収入）となりました。これは主に、長期借入金の返済21百万円、リース債務の返済１百万円、割

賦債務の返済１百万円等の資金の減少に対して、長期借入れによる収入３億30百万円等の資金の増加に

よるものです。

　

EDINET提出書類

株式会社光陽社(E00711)

訂正四半期報告書

4/8



第５ 【経理の状況】

１ 【四半期連結財務諸表】

(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（訂正前）
（単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

28,664 △51,899

　 減価償却費 16,620 18,529
　 のれん償却額 － 4,241
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,711 △17,258
　 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,128 14,211
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,018 10,230
　 事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △44,619 △31,697
　 受取利息及び受取配当金 △9,781 △211
　 支払利息 9,373 2,715
　 持分法による投資損益（△は益） － △2,962
　 有形固定資産売却損益（△は益） 55 －
　 有形固定資産除却損 24,108 4,414
　 投資有価証券売却損益（△は益） △77,433 －
　 会員権売却損益（△は益） － 80
　 売上債権の増減額（△は増加） 86,633 △70,250
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 23,736 14,344
　 仕入債務の増減額（△は減少） △49,549 △12,469
　 その他 31,706 35,299

　 小計 62,338 △82,681

　 利息及び配当金の受取額 9,782 211
　 利息の支払額 △8,438 △2,351
　 法人税等の支払額 △16,547 △14,702

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 47,134 △99,523

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 定期預金の預入による支出 － △300
　 定期預金の払戻による収入 － 300
　 有形固定資産の取得による支出 △1,647 △2,993
　 有形固定資産の売却による収入 200 －
　 投資有価証券の取得による支出 0 －
　 投資有価証券の売却による収入 247,265 －
　 無形固定資産の取得による支出 △8,846 △288
　 会員権の売却による収入 － 200
　 短期貸付金の回収による収入 236 －
　 長期貸付金の回収による収入 180 －
　 差入保証金の差入による支出 △2,349 △75
　 差入保証金の回収による収入 23,970 661

　 投資活動によるキャッシュ・フロー 259,008 △2,495
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（単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の返済による支出 △20,000 －
　 長期借入れによる収入 － 330,000
　 長期借入金の返済による支出 △230,373 △21,016
　 株式の発行による収入 357,946 －
　 自己株式の取得による支出 △21 △62
　 自己株式の売却による収入 － 27

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 107,552 308,949

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 413,694 206,928

現金及び現金同等物の期首残高 524,201 423,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 937,896 ※ 630,848

　 　 　 　

　

EDINET提出書類

株式会社光陽社(E00711)

訂正四半期報告書

6/8



（訂正後）
（単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー 　 　

　 税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

28,664 △51,899

　 減価償却費 16,620 18,529
　 のれん償却額 － 4,241
　 貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,711 △17,258
　 賞与引当金の増減額（△は減少） 22,128 14,211
　 退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,018 10,230
　 事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △44,619 △31,697
　 受取利息及び受取配当金 △9,781 △211
　 支払利息 9,373 2,715
　 持分法による投資損益（△は益） － △2,962
　 有形固定資産売却損益（△は益） 55 －
　 有形固定資産除却損 24,108 4,414
　 投資有価証券売却損益（△は益） △77,433 －
　 会員権売却損益（△は益） － 80
　 売上債権の増減額（△は増加） 86,633 △70,250
　 たな卸資産の増減額（△は増加） 23,736 14,344
　 仕入債務の増減額（△は減少） △49,549 △12,469
　 その他 31,706 36,458

　 小計 62,338 △81,522

　 利息及び配当金の受取額 9,782 211
　 利息の支払額 △8,438 △2,351
　 法人税等の支払額 △16,547 △14,702

　 営業活動によるキャッシュ・フロー 47,134 △98,364

投資活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 定期預金の預入による支出 － △300
　 定期預金の払戻による収入 － 300
　 有形固定資産の取得による支出 △1,647 △1,572
　 有形固定資産の売却による収入 200 －
　 投資有価証券の取得による支出 0 －
　 投資有価証券の売却による収入 247,265 －
　 無形固定資産の取得による支出 △8,846 △288
　 会員権の売却による収入 － 200
　 短期貸付金の回収による収入 236 －
　 長期貸付金の回収による収入 180 －
　 差入保証金の差入による支出 △2,349 △75
　 差入保証金の回収による収入 23,970 661

　 投資活動によるキャッシュ・フロー 259,008 △1,074
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（単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー 　 　
　 短期借入金の返済による支出 △20,000 －
　 長期借入れによる収入 － 330,000
　 長期借入金の返済による支出 △230,373 △21,016
　 株式の発行による収入 357,946 －
　 自己株式の取得による支出 △21 △62
　 自己株式の売却による収入 － 27
　 リース債務の返済による支出 － △1,158
　 割賦債務の返済による支出 － △1,420

　 財務活動によるキャッシュ・フロー 107,552 306,369

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 413,694 206,928

現金及び現金同等物の期首残高 524,201 423,919

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 937,896 ※ 630,848

　 　 　 　
　

EDINET提出書類

株式会社光陽社(E00711)

訂正四半期報告書

8/8


	表紙
	本文
	１四半期報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	第２事業の状況

	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	第５経理の状況

	１四半期連結財務諸表
	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書


